
□議員名：吉永美子  

１ 高齢者の生きがいづくりについて 

論点 

高齢者の社会参加を促し、介護予防への効果も期待できる具体策と

して、様々な分野におけるベテランを『市の匠』として認定し、活

用する事業の立ち上げを提案する。 

回答 

地域には、優れた知識、技能、経験等を持つ高齢者がたくさんおら

れる。そのような方々を市の匠として認定することは、地域にとっ

ても大変有用であるし、社会参加の促進、能力活用につながり、生

きがいづくりや介護予防にもつながるものと考える。先進事例等を

研究していきたい。 

２ 総合計画の基本計画改訂版に新たに掲げた『定住促進』について  

論点 
『転入者の定住促進』の具体策として、空き家バンク制度が考えら

れる。１年前も質問したが、導入について現在の検討状況を聞く。 

回答 

定住促進と空き家問題について、利用可能な空き家を活用した解決

策を調査、研究するために市職員による空き家活用検討プロジェク

トを立ち上げた。今後は空き家バンク制度に限らず、定住促進策と

しての空き家の有効な利活用を調査、研究していきたい。 

 

論点 
昨年は空き家バンク制度を４市が行っていなかったが、今年度から

は岩国市が開始している。このことをどのように評価しているか。 

回答 

確かに、指摘されても仕方ないと思う。空き家活用検討プロジェク

トが若者９名の名乗り出た有志の研究会ということで、もう少し様

子を見ている。３月いっぱいには何がしかの報告があるということ

なので、それまでは辛抱しようと思っている。焦る気持ちはある。 

 

論点 
『若者の定住促進』の主な取り組みとして、子育て支援の充実を掲

げている。具体策として、総合子育て支援センター設置を提案する。 

回答 

市内５カ所に地域子育て支援センターを設置し、育児相談やお母さ

ん同士の交流などを通して、子育ての悩みや問題点のアドバイス、

孤立感の解消、負担の軽減などを目指している。総合子育て支援セ

ンターという形ではないが、機能は果たしていると認識している。 

 



論点 
市内の大型ショッピングセンターの空き室に総合子育て支援センタ

ーを設置することについて、業者と交渉をする考えはないか。 

回答 

内部で十分協議する。毎年約２００人、市の人口が減っており、産

まれてくる子どもを何とか増やすことができないか、その施策に向

けていろいろ内部でも検討しているが、その一つとして今の提案に

ついて十分検討させていただく。 

 

論点 
『婚活支援事業の推進』について、市長の答弁では、現在の若者交

流推進事業は婚活支援事業ではないとのことであるが、どうなのか。 

回答 

本事業では、若者の出会いやそのきっかけづくりといった交流の場

を市として広く提供することを目的に、市内のロケーション等を活

用しながらイベントを開催しており、婚活ではない。場合によって

は、婚活という言葉で事業を展開することもあり得ると思う。 

３ マスコットキャラクター『ねたろう君』の活用について  

論点 
『ねたろう君』の着ぐるみが総合事務所にあり、所長の管理となれ

ば、市内全域への活用とならない。管理主体を改善すべきでないか。 

回答 

山陽総合事務所で管理するということについては、そのいきさつは

不明だが、いずれにしても市のマスコットキャラクターとして位置

づけがあるので、市のしかるべき適当な部署で管理されるべきもの

と考えているので、今後、庁内で協議をしていきたい。 

 

 


















